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研究成果の概要（和文）：修学旅行の学習では、コンピュータを利用した教材が利用されることは、少ないことが明ら
かになった。また「伝統産業」「民族芸能」「世界遺産」の分野の学習の定着が足りないことがわかった。そこで、二
次元コードによる印刷物とデジタルアーカイブの連携を実施することにより、高校生が印刷メディアとタブレットPCや
スマートフォンなどの各種端末の両方で利用できるように構成し、事前学習や事後学習、修学旅行中も多様な資料の利
用が可能になった。

研究成果の概要（英文）：Learning of school trip that teaching materials using a computer is used, it 
became clear that little.I found out that settlement of learning of this field isn't enough,"Traditional 
industry" "folk entertainment" "the world's cultural and natural heritage"
So it also became possible to compose and use various material for preliminary learning, ex post fact 
learning and during a school excursion so that a high school student could use it by both of print media 
and all kinds' terminal for Tablet PC and smart phone by putting cooperation of printed matter by a 
two-dimensional cord and a digital archive into effect.

研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景 
修学旅行は、学校としては大きな行事であ
るにも関わらず、学習活動の観点からの学習
支援教材としての学習環境は、整備が十分と
は言えない。多くの高等学校が修学旅行に行
くが、特別活動としての有効な素材・教材の
提供・活用の方法が確立されていないのが現
状である。本研究では、沖縄への修学旅行を
例に次のような現状を研究の背景としてあ
げる。 
 
(1)修学旅行の事前・活動・事後の学習にお
ける教材の不足 
 
学習指導要領では、「平素と異なる生活環
境にあって，見聞を広め，自然や文化などに
親しむとともに，集団生活の在り方や公衆道
徳などについての望ましい体験を積むこと
ができるような活動を行うこと」と示されて
おり、特に、特別活動編では、「生徒の自主
的な活動の場や機会を十分に考慮し，・・・ 単
なる物見遊山に終わることのない有意義な
旅行・集団宿泊的行事を計画・実施するよう
十分に留意すること」「事前の学習や，事後
のまとめや発表などを工夫し，体験したこと
がより深まるような活動を工夫すること」と
されている。 
  
また、平成１８年度に改正された教育基本
法では、「伝統と文化を尊重」が定められて
おり、修学旅行においても配慮されるべきで
ある。 
 修学旅行の学習活動は、事前学習・活動（旅
行）・事後学習の３段階に分けらる。(図１)  
 

 
 最初の学習段階である、事前学習では、旅
行先やフリー研修の企画のための調べ学習
が必要となる。資料の収集や情報の整理を行

われる。 
次の学習段階である旅行中は、見学、体験、
それらの記録などを行うことができる。 
最後の学習段階は、事後学習である。学習の
まとめとして、記録の整理、発表を行うこと
ができる。 
 これらの学習段階において利用される教
材は、各学校で用意するしおり、観光用のガ
イドブックや旅行会社が用意した資料、イン
ターネットの利用が中心となっている。沖縄
の修学旅行では資料不足で学校も困ってい
るのが現状である。 
 
(2)地域機関と教育関係機関が連携した修学
旅行支援資料開発の必要性 
 
 学校が、遠方である沖縄の修学旅行用の資
料を収集し、教材化することは困難であり、
それを支援する機関等が必要である。修学旅
行を受け入れる地域には、観光協会、観光コ
ンベンションビューローなどの機関がある
が、一般に教育機関との連携がなされていな
いのが現状である。 
修学旅行を受け入れる地域機関と教育研究
機関が連携し、教育的な背景を配慮した、学
校の教師、生徒に素材・教材の利用を支援す
る情報提供が必要である。 
 
(3)修学旅行の学習活動のための新しい教材
の構成の必要性 
 
デジタル教科書の出現に代表されるよう
に、教材のメディア環境が大きく変わってき
ている。修学旅行においても、事前学習・活
動（旅行）・事後学習の段階毎に効果的なメ
ディアを選択して教材を研究する必要があ
るのではないかと考える。 
ガイドブックに代表される印刷メディアは、
携帯情報端末に代表される通信メディアと
の連携、さらにその先につながるデジタル・
アーカイブとの連携が可能になってきた。 
図２に示したような、実物、体験、印刷メデ
ィア、通信メディア、デジタルメディア（デ

１．事前学習 
調べ学習 
→資料収集 
→情報の整理 

２．活動（旅行） 
現地体験 
→見学・体験 
→記録 

３．事後学習 
学習のまとめ 
→記録の整理 
→発表 

図１ 修学旅行の学習活動 
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図２ 教材環境 
後藤忠彦編著, 
デジタル・アーカイブの新しい研究の展開より引用 



ジタル・アーカイブ）で構成された新しい教
材環境の構築が修学旅行の学習環境におい
ても必要である。 
 
２．研究の目的 
修学旅行の学習活動の教材媒体として、実
物・体験・印刷メディア、通信メディア、デ
ジタルメディア（デジタル・アーカイブ）を
捉え、その教材環境を開発し、活用の調査と
学習活動での効果、今後の方向性について研
究する。 
 
３．研究の方法 
 
(1)理解度調査と事前調査の実施 
本研究の対象とした、高校生の沖縄修学旅
行の学び現状を調査するため、大学生を対象
とした、沖縄についての理解度調査と高校教
師を対象にした学習内容や教材についての
アンケート調査を行った。 
 
(2)教材の開発と提供 
岐阜女子大学で所蔵する１５,０００件を超
える沖縄関連のデジタル・アーカイブズを活
用し、「沖縄修学旅行おぅらい」テキストと
WEB サイトを制作し、沖縄に修学旅行にいか
れる高等学校の教師や生徒に平成２３年よ
り提供してきた。 
 印刷物であるテキストは、修学旅行の手引
きとして修学旅行中持ち歩くことを想定し、
サイズに配慮する必要があった。そこで，「お
ぅらい」はサイズをA5版で数十ページとし、
各項目は約 1/2 ページ、写真（1 枚～数枚）
と要点のみを記載した。その中で、高校生が
興味や関心をもった項目があれば、テキスト
に掲載されている二次元バーコードからア
クセスすることで，デジタルアーカイブ内の
関連資料を抽出できるようにし、高校生が印
刷メディアとタブレット PC やスマートフ
ォンなどの各種端末の両方で利用できるよ
う構成した。（図３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 沖縄修学旅行おぅらい 

(3)事後調査の実施とコンクールの開催 
教材を利用した高校の教員を対象に、利用
状況についてのアンケート調査を行った。ま
た、修学旅行や教材を利用した学習活動の成
果を示す場としてコンクールを開催を行っ
た。 

 
４．研究成果 
 
(1) 沖縄修学旅行の学習の状況の分析 
 
沖縄に修学旅行に行く高校の学習状況を
調査した。まず、学習時間の平均は、事前学
習で９．１７時間、事後学習にいったっては、
２．５９時間であった。修学旅行のための学
習時間の確保は難しい状況にあることがわ
かった。 
また、事前学習のテーマを調査したところ、
平和をテーマにした学習は、９４．５９％と
ほとんどの高校で行っているが、その他のテ
ーマについては学習して行かない高校があ
る事がわかった。（図４） 
これらの調査から、現地の体験を事前・事
後の学習で学習を積み重ねているという状
況ではないことがわかってきた。 
また、どのような教材が利用されているか
を高校教員を対象に調査したところ、「旅行
会社や観光協会等の提供資料」８９.２％、
「旅行ガイドブック」７８.４％、「テレビ番
組、市販のＤＶＤ、映画」７０.３％という
結果であった。また、「ＷＥＢサイト」「デジ 
タル・アーカイブ」、「アプリケーション」な
どのコンピュータを利用した教材が利用さ
れることは、現状での修学旅行の学習では、
少ないことが明らかになった。(図５) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 事前学習のテーマ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 利用教材（％） 
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(3)学習者の沖縄理解度の把握 
 
沖縄への修学旅行を経験した学生と、経験
していない学生では沖縄を理解している分
野に差があるかどうかを調査したところ、沖
縄に行ったことがある学生は行ったことが
ない学生より、「観光」の分野で３５.２％、
「平和」の分野で３４.０％の差があり、これ
らの分野では沖縄に修学旅行に行くことに
よって理解が向上していた。しかし、「伝統
産業」「民族芸能」「世界遺産」の分野では、
沖縄に行ったことがある学生でも８０％近
くが知らないと答えた。これらの分野につい
は、修学旅行であまり学習されていないか、
学習が定着されてないということが明らか
になった。（図５） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 理解度調査 分野別理解レベル（％） 
 
(3)「沖縄修学旅行おぅらい」の利用状況 
 
沖縄修学旅行おぅらいの、提供状況は次の
とおりである。 
平成 24 年 11,839 名（58 校） 
平成 25 年 11,424 名（57 校） 
平成 26 年 12,270 名（57 校） 
利用の現状を修学旅行中、事前学習、事後
学習の３つの状況にわけて調査した。 
事前学習では、９０％の教員がテキストを
利用したと回答し、多くの教員に利用されて
いることがわかった。(図３) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 学習状況毎のテキストの利用状況 

テキストに掲載されている二次元バーコー
ドからアクセスする学習方法についても、高
校生へのスマートフォンの普及に伴い、生徒
達は積極的に利用しているとの意見を教員
から得ている。 
しかし、事前学習以外の活動では、修学旅
行中は１７％、事後学習では７％という結果
となり、あまり利用されていないことがわか
った。(図６) 
特に、事後学習での利用が少ない原因につ
いては、先の調査でわかったように、事後学
習自体があまり行われていないことも要因
の１つではないかと考えられる。この状況を
打破するような教材や学習活動の提案が、今
後の課題である。 
 
(4)参加型教材への可能性 
 
修学旅行における学習活動の活性化を目
指し、修学旅行での学習活動の出口としてコ
ンクールを開催した。岐阜女子大学が従来よ
り行っている、デジタルアーカイブ普及のた
めの活動であるデジタルアーカイブコンク
ールに“沖縄修学旅行おぅらい部門”を設け
た。また、コンクールの入賞作品の中から「お
ぅらい」に適する題材を選定し、新しい教材
として採用するようにした。このことにより
高校生参加型の沖縄修学旅行の教材として
開発を進めることが可能になり，高校生にと
って，より身近な教材の構成への方向性が出
てきた。 
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